
診療放射線技師学校養成所授業時間等の変遷

○昭和５７年改正 （昭和５７年文部省厚生省令第２号）
講義：１，４１０時間 実習：４９５時間 臨床実習：４９５時間 自由選択：５００時間

授業時間数 ２，９００時間

○【大綱化】 平成１３年改正 （平成１３年文部省厚生省令第２号）
講義：８３単位 臨床実習：１０単位 合計９３単位

○【業務拡大】 平成２７年改正 （平成２７年文科省厚労省令第１号）
講義：８５単位 臨床実習：１０単位 合計９５単位

（参考資料４）

○昭和４４年改正 診療エックス線技師学校養成所指定規則
（昭和４４年文部省厚生省令第１号）
講義：１，５９０時間 実習：６３０時間 臨床実習：７６５時間 授業時間数 ２，９８５時間
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診療放射線技師診療エックス線技師学校養成所指定規則の改正の概要
（昭和５７年）

（旧）

・講義 １，５９０時間
・実習実技 ６３０時間
・臨床実習 ７６５時間

・合 計 ２，９８５時間

（新）

・講義 １，４１０時間
・実習 ４９５時間
・臨床実習 ４９５時間
・自由選択 ５００時間
・合 計 ２，９００時間

（改正前の授業時間の内訳）
講義 ： 人文科学（３０）、社会科学（３０）、自然科学（数学（４５）、物理学（６０）、化学（３０）、生物学（３０））、外国語（１２０）、保健体育
（１５）、医学概論（３０）、放射線生物学（３０）、解剖学（６０）、生理学（３０）、生化学（３０）、病理学（３０）、衛生学及び公衆衛生学（３０）、
応用数学（４５）、放射線物理学（９０）、放射化学（４５）、放射線化学（１５）、電気工学（６０）、電子工学（６０）、機械工学（３０）、自動制
御概論（３０）、放射線設備（２４０）、エックス線写真（７５）、エックス線撮影技術（６０）、放射線測定法（７５）、放射性同位元素臨床検査
技術（３０）、放射線治療技術（６０）、放射線管理技術（４５）、関係法規（３０）
実習 ：自然科学（物理学（４５）、化学（４５））、保健体育（４５）、放射化学（４５）、電気工学（４５）、電子工学（４５）、放射線設備（１３５）、
エックス線写真、（４５）、放射線測定法（１３５）、放射線管理技術（４５）
臨床実習：エックス線撮影技術（３６０）、放射性同位元素臨床検査技術（１８０）、放射線治療技術（２２５）

（改正後の授業時間の内訳）
講義 ： 人文科学（３０）、社会科学（３０）、自然科学（６０）、外国語（１２０）、保健体育（１５）、医学概論（３０）、臨床医学概論（３０）、放射
線生物学（３０）、解剖学（３０）、エックス線解剖学（３０）、生理学及び生化学（３０）、病理学（３０）、衛生学及び公衆衛生学（３０）、放射
線衛生学（１５）、応用数学（６０）、放射線物理学（９０）、放射化学（６０）、電気工学（６０）、電子工学（６０）、自動制御工学（３０）、放射
線機器工学（１５０）、画像工学（３０）、放射線写真学（３０）、エックス線撮影技術（９０）、放射線計測学（６０）、放射性同位元素検査技術
学（６０）、放射線治療技術学（６０）、放射線管理学（３０）、関係法規（３０）
実習 ：保健体育（４５）、放射化学（４５）、電気工学（４５）、電子工学（４５）、自動制御工学（４５）、、放射線機器工学（９０）、放射線写真
学（４５）、放射線計測学（９０）、放射線管理学（４５）
臨床実習：エックス線撮影技術学（２７０）、放射性同位元素検査技術学（１３５）、放射線治療技術学（９０）
自由選択：専門科目を中心として講義又は実習（５００） 2



診療放射線技師学校養成所指定規則の改正の概要（平成１３年）

（旧）

・講義 １，４１０時間
・実習 ４９５時間
・臨床実習 ４９５時間
・自由選択 ５００時間
・合 計 ２，９００時間

（新）

・講義等 ８３単位
・臨床実習 １０単位

・合 計 ９３単位

（改正前の授業時間の内訳）

講義 ： 人文科学（３０）、社会科学（３０）、自然科学（６０）、外国語（１２０）、保健体育（１５）、医学概論（３０）、臨床医学概論（３０）、放射
線生物学（３０）、解剖学（３０）、エックス線解剖学（３０）、生理学及び生化学（３０）、病理学（３０）、衛生学及び公衆衛生学（３０）、放射
線衛生学（１５）、応用数学（６０）、放射線物理学（９０）、放射化学（６０）、電気工学（６０）、電子工学（６０）、自動制御工学（３０）、放射
線機器工学（１５０）、画像工学（３０）、放射線写真学（３０）、エックス線撮影技術（９０）、放射線計測学（６０）、放射性同位元素検査技術
学（６０）、放射線治療技術学（６０）、放射線管理学（３０）、関係法規（３０）
実習 ：保健体育（４５）、放射化学（４５）、電気工学（４５）、電子工学（４５）、自動制御工学（４５）、、放射線機器工学（９０）、放射線写真
学（４５）、放射線計測学（９０）、放射線管理学（４５）
臨床実習：エックス線撮影技術学（２７０）、放射性同位元素検査技術学（１３５）、放射線治療技術学（９０）
自由選択：専門科目を中心として講義又は実習（５００）

（改正後の授業単位の内訳）
・講義等 ：科学的思考の基盤、人間と生活（１４）、人体の構造と機能及び疾病の成り立ち（１２）、保健医療福祉における理工学的基礎
並びに放射線の科学及び技術（１８）、診療画像技術学（１７）、核医学検査技術学（６）、放射線治療技術学（６）、医用画像情報学（６）、
放射線安全管理学（４）・臨床実習（１０）
※８単位以上は病院等において行うこと。 3



診療放射線技師学校養成所指定規則の改正の概要（平成２７年）

（旧）

・講義等 ８３単位
・臨床実習 １０単位
・合 計 ９３単位

（新）

・講義等 ８５単位
・臨床実習 １０単位
・合 計 ９５単位

（改正後の授業単位の内訳）
・講義等 ：科学的思考の基盤、人間と生活（１４）、人体の構造と機能及び疾病の成り立ち（１２）、保健医療福祉における理工学的基礎
並びに放射線の科学及び技術（１８）、診療画像技術学（１７）、核医学検査技術学（６）、放射線治療技術学（６）、医用画像情報学（６）、
放射線安全管理学（４）
・臨床実習（１０）
※８単位以上は病院等において行うこと。

（改正後の授業単位の内訳）
・講義等 ：科学的思考の基盤、人間と生活（１４）、人体の構造と機能及び疾病の成り立ち（１３）、保健医療福祉における理工学的基礎
並びに放射線の科学及び技術（１８）、診療画像技術学（１７）、核医学検査技術学（６）、放射線治療技術学（６）、医用画像情報学（６）、
放射線安全管理学（４）、医療安全管理学（１）
・臨床実習（１０）
※８単位以上は病院等において行うこと。
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診療放射線技師学校養成所指定規則の改正の概要（平成１３年）

○診療放射線技師学校養成所指定規則の一部改正
（平成１３年文部省厚生省令第２号）
○診療放射線技師学校養成所指導要領の一部改正
（平成１５年３月２８日医政発0328016号）
○単位制の導入 ○１単位あたりの時間

・９３単位以上 ・講義及び演習 １５時間～３０時間
・実験、実習及び実技 ３０時間～４５時間
・臨床実習 ４５時間
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診療放射線技師学校養成所の指導要領のガイドライン化（平成２７年）

○診療放射線技師学校養成所指導要領のガイドライン化
「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備
に関する法律」（平成26年法律第51号）等により、診療放射線技師法（昭和26年法
律第226号）等の一部が改正され、診療放射線技師学校養成所の指定・監督権限を
厚生労働大臣から都道府県知事に移譲。
これに伴い「診療放射線技師学校養成所指導要領」（昭和56年11月10日医発1142

号）を廃止し、診療放射線技師学校養成所課程に係るものを「診療放射線技師学校
養成所指導ガイドライン」（平成27年3月31日医政発0331第26号（※）として通知
した。
（※）地方自治法第（昭和22年法律第611号）245号の4第1項の規定に基づく技術的助言


